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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成22年５月14日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 3,370 50 50 20 1,587.30

今回発表予想(B) 3,633 115 117 88 7,055.83

増減額(B-A) 263 65 67 68

増減率(%) 7.8 130.0 134.0 340.0

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

2,892 △34 △31 △27 △2,144.64

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 7,220 235 235 120 9,523.81

今回発表予想(B) 7,490 300 300 195 15,476.19

増減額(B-A) 270 65 65 75

増減率(%) 3.7 27.7 27.7 62.5

（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

7,572 146 150 20 1,631.96

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 2,620 50 50 20 1,587.30

今回発表予想(B) 2,854 100 102 73 5,825.46

増減額(B-A) 234 50 52 53

増減率(%) 8.9 100.0 104.0 265.0

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

2,330 △14 △11 △6 △536.52

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 5,700 230 230 110 8,730.16

今回発表予想(B) 5,930 275 275 170 13,492.06

増減額(B-A) 230 45 45 60

増減率(%) 4.0 19.6 19.6 54.5

（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

6,493 169 173 44 3,521.43
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修正の理由 

(１)第２四半期(累計)連結業績予想 
 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、各国政府の経済対策や中国を中心とした新興国経済の急回復を受
けた輸出の増加などにより、景気は順調に持ち直しつつありましたが、各国における景気刺激策の効果は徐々に減衰して
いくことが予想されることから、海外景気の下振れが懸念され、急激な円高の影響や雇用情勢の悪化の懸念等、先行き不
透明感が再び強まってまいりました。 
 そのような環境の中、情報関連事業においては、一昨年のリーマンショック以降抑制されていた企業のＩＴ投資に回復の
兆しが見られ、ハードウェアビジネスを中心に売上高が増加いたしました。人材派遣事業においては、人材派遣業の環境
の悪化は依然続いているものの、営業部員を増員し、派遣スタッフの増加を目指す営業活動を行うとともに、経費削減努
力を行ってきた結果、売上高、利益とも当初予想を上回る見込みであります。これらの結果、第２四半期連結累計期間にお
ける当社グループの売上高は3,633百万円(前回予想比：263百万円増)、営業利益は115百万円(前回予想比：65百万円
増)、経常利益は117百万円(前回予想比：67百万円増)となる見込みであります。また、特別利益として投資有価証券売却
益26百万円を計上したこともあり、四半期純利益は88百万円(前回予想比：68百万円増)となる見込みであります。 
 
 
(２)通期連結業績予想 
 通期連結業績予想につきましては、株価の低迷・円高等により景気の先行き不透明感が強まる中、顧客企業のＩＴ投資の
抑制が懸念され、また人材派遣環境の改善が不透明であることから、第２四半期(累計)連結業績予想の修正のみを考慮
し、売上高7,490百万円(前回予想比：270百万円増)、営業利益300百万円(前回予想比：65百万円増)、経常利益300百万円
(前回予想比：65百万円増)、当期純利益195百万円(前回予想比：75百万円増)となる見込であります。 
 
 
(３)第２四半期(累計)個別業績予想 
 第２四半期累計期間の個別業績予想につきましては、連結業績予想同様、顧客企業のＩＴ投資に回復の兆しが見られる
ことにより、ハードウェアビジネスを中心に売上高が増加いたしました。この結果、売上高は2,854百万円(前回予想比：234
百万円増)、営業利益は100百万円(前回予想比：50百万円増)、経常利益は102百万円(前回予想比：52百万円増)となる見
込みであります。また、特別利益として投資有価証券売却益26百万円を計上したこともあり、四半期純利益は73百万円(前
回予想比：53百万円増)となる見込みであります。 
 
 
(４)通期個別業績予想 
 通期個別業績予想につきましても、第２四半期(累計)個別業績予想の修正のみを考慮し、売上高5,930百万円(前回予想
比：230百万円増)、営業利益275百万円(前回予想比：45百万円増)、経常利益275百万円(前回予想比：45百万円増)、当期
純利益170百万円(前回予想比：60百万円増)となる見込みであります。 
 
 
 平成23年３月期の期末配当につきましては、前回予想通り１株当たり2,500円とさせていただく予定であります。 
 
 
(注)上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な
要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以 上
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